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づけJ という動機と、(構成するものと構成されるものとの) r相関関係J に定位した思考態度とに求める姿勢は一貫
しており、論文として非常に体系性の認められるものである。そういう一貫した視点から見えてくるものは、「以下
同様J としづ算術形式が晩年の「類型J 概念にまで姿を変えて維持されていることの指摘など、少なからずある。
細部に眼をやれば、たとえば論理学における「無矛盾'性J の概念と現象学における「一律調和性J の概念との関連
や、真理論としての現象学の位置づけ一一哲学の伝統との関連でいえば、整合説か合致説か一ーなど、さらに突っ込
んだ議論が必要な部分がある。「完全な現象学的還元」の不可能性をあきらかにする議論に、さらにいくつかの視点
がありうること、現象学のこれからの可能性を展望するときに、レヴィナスのみならず、ハイデガーやメルロ=ボン
ティ、デリダなどの試みも参照されるべきで、あったと指摘することもできる。が、申請者は本論文以外の論考ではこ
れらをめぐる議論も試みており一一ーいずれ申請者自身によってさらに広い視野から現象学の可能性と限界について
の著述がなされることであろう一一、本論文自体が内容的に完結したものであることは確かである。
膨大な先行諸研究を渉猟したうえで、論理学という視点から現象学の可能性と限界を論じた本論文は、これまでの
現象学研究の欠落を埋めるという大きな功績をもっており、本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定す
る。
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